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となる。この式 13の ッ。
“
″の係数 硬l埼 を帰還率 β と呼ぶ。すなわち ,

Rl
β=Rl+R2

G(s)を OPアンプのオープンループゲインA。 とする.すなわち,

G(S)=Aο

である。

式 13の ■れに係数 品 がかかっているが,

RI舜≒百
=1-β

である。νJ″ は反転入力なので,υ (s)に は一(1-β )の係数がかかつていると考えられる。

以上をもとにして,式 12は スοとβを用いて,

陶 =    0

と表わせる。

ここで,こ の OPア ンプが理想 OPア ンプであったとしよう。式 17の右辺の分子と分母を A。

で割ると,

知 =    ⑬

となる,したがつて Aο → ∞のとき,7(S)は βを使って,

Ю=□   Ψ
となる。また,式 19の W(s)を βでなく抵抗値 Rl,R2を用いて表わすと,

殉=回   の
となる。
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